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博、ーとの製法は7墨=ー ノレイ Yシヤシ酸とイソプロピルアJレョー ルとの蹄合及ア"，，1)Yとタロ
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Ennis (1947)<3)はIPCの 100，お0，5∞ P. P. m.溶液を土嬢tz:かからぬ様に燕麦及び大
衰の若い植物の地k都のみを2、6∞秒間浸すと植物は容がなかった。害えに径4イシチのポット
に盛った土壌に IPC 5mgを添加された時生育している植物を殺した。叉土壌中の IPCはヱ
γ麦、大麦等の古い植物よりは若い植物に於て毒性が大苦かった。
Carlson (1947)(1)は禾本科雑草のカモヂグサの地上葉は IPCの 1(削 P.P.m.の博液に
て只僅かに害されたのみであるが、しかし地下茎はそれより薄い 5∞ P.P. m.の液にても新








Newman， DeRose及び Herbert(1948)仰は IPCの毒力についてオート、ト【モロコ
シ、大麦等の作物にて研究したとき土壌の水の保水能力が却-80%，の水分合量に於ては同巴早






オV交換物によって 2.4・D よりは多量吸牧されて陰イオン交換物による吸牧量は 2.4トD より
も少い。叉同氏(18)はガラス室下で前豆、カヲシナ、及大変等の幼植物の生育阻害程度によっ
て撮った土壌中で種kの合成植物ホル号Vがどの位その効力を持続するか試験した。 2.4.6-T








IPCと呼ばれる lsopropylN・0・Chlorophenyl)Carbama te について試験せられる犠になっ














































第 E表 小麦、休業種子の IPC 及 2.4~D 処漫と発芽及幼械物の伸長
小 ヨを 体 業
処 穏 主 法弘主 宛芽歩合 草丈犠長 鎗巳 発主事歩令 草丈根長 生
E直 守ーー・』 E隆
HI後 10日後 Hl日後の調査 量 4日後 10時後 12日後の鵬査 量
'々.4":Dt/a09la:.(ゐぽ J @回 111‘B。圃~ 91 6.，，'-d cn・ e圃・d冒h 16山S '}.~ 0-.1 
" " 2tc (1ω3 3Z *92 8.7 ~.6 B 。"12 ~.5 8.5 
l/lllOO公定 〈加の 44 *90 10.6 3.2 7 。.~ 0.5 0.6 
" 3cc (300) 16 .82 4.2 8 。
• 6 
。
H lia: (5加〉 10 .68 .2.9 5 4 0.5 0.3 
JPC Z川勝la: (2W) 66 .96 5.2 6.8 8 88 00 3.3 1.& 1 
• 1/8仰 1cc (附〉 54 .68 '4.7 6.1 8 8(1 86 ..0 2.~ B 
• ， 1川崎 lccC1ka) 28 *84 3.1 3.1 5 84 88 4.0 1.6 1 
• 1/1ω 1.1ia: (l.b) 44 -官4 5 64 70 3.0 2.0 O.事
ー
1/1回30c (3.0) 2 *6.3 1.5 0.6 4 50 82 3.5 ・0.5 1 




回 .• 崎 t."N・2.4・D1用削 b 世 剥 18' U.f 1(t '~l 0.' 
" '" 急記 (100) 86 98 18.2 13 10 28 *62 1.5 0.2 6.9 
1f1政Jf)ac (笈JO) 84 93 16.5 12.6 10 8 .44 1.1 。.1
ttl. N 3cc (縦訓[)) 78 *92 18.5 8.1 & 14 . 8 1.3 0.2 
N 5a: (蜘〉 80 *96 15.0 6.& '10 
ー
*21) 。.7 0.2 
"‘・， 咽~. r.. _<・.-岨
1 (600 lcc (211の 88 92 111.5 10.9 8 80 84 4.1 1.，8 E 
民 " 
1/3ωlcc(脚〉 8+ 96 18.3 9.8 9 88 皐2 喧.0: l.a I 
調.1~ lJ]回 1α(lkg) 8.2 .90 15.4 7.5 9 94 70 4.5 1.6 1 
" 1/1回 1.lia: (I.li) 86 -事唾 16.2 11 7・ 88 70 3，5 2.0 1 
" 1/150 3∞ (3.0.) 44 .84 13.9 2.7 7 88 72 3.6 0.5 l 
対 、取 86 w 20.1 11.i 官F iO 88 4.5 -.2.2 1 
備考 E縄&隼9')J 16日径9cmのV・ャー レー に風車E土fOgを入れホlOa:i己主主加した。その上院各4gO風車E















(1) てlI{) (8) 
、?




(1) (2)-・・無処惣〈対照) (3.).'・9.ιD1腕 D?cc区〈小高慢のみ第穿体






(l)対 照 (2) 緩徐農民鷲種子。覆土上~2.4-.D 1/30冊浪費目
く民当昨瓦〉費量布 伊〉活性最重韓民滞種子f'C.(1)と同様処浬
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第 3 図 IPCが小宮長発芽の種子根に及ぼす作用と活性炭の反作用
(1) く2) (8) 






























小 雪量 穂 麦 蚕豆疏豆タカナ 雑草発生量
処理方法型EE型 EE前日蒔誼竺!ZE竺立
A B A B A B A B A nA B A B :;a初日後糊後
心配ω蝋繍4~.的骨骨穫@@梯+ @@ Ci)@ @@ @@‘ 雪~;-sf: -91 66;' 
B)グ 600g(グ 1日〉土ー o-土ー o- <!) <!) <!) <!l <!) <!) 
C)グ 1kg(ホ0.67 1501)土問 L>. - 土- L>. - <!) <!) <!) <!l <!l <!l 
D)fI 1.5kg(グ 225l) +ー L>. - 土- L>. - <!) <!) <!) <!) <!l-<!l 
E)2.4-D150g'(0.05%300l) 柵櫛 00it十骨<!)<!lムムL>.L>. 
F)グ200g(グ 初Onftlfi&00骨骨 00ム A A ム
o ~ 12 38 22.4 
o 1 0.6 12 7.1 
() .l 0.6 3 1.8 
o 15 1) 30 11.6 
o 18 11 37 21.8 
G〉無処理〈対照)ftIf柵<!l<!l ftIf ftIf <!l <!l <!) <!l <!l <!l <!) <!l 100 166 1仰 1701∞ 




小 愛 稼 ヨ是 蚕 豆 説 豆 4月19日の雑草量
処道方法





B 0.85 258 0.40 118 1.13 368 1.56 757 0.90 22.8 
C 1.20 0.58 120 1.21 4o8 1.66 698 0.24 6.0 
D 1.05 270 0.75 165 1.44 525 1.43 848 0.13 3.3 
E 1.18 250 0.8o 215 0.88 349 1.46 37.1 
F 1.00 267 0.75 185 0.16 75 0.98 24.9 
G 1.20 265 0.11 203 1.20 441 1.14 549 3.93 1伺
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IPC.反当 1.5kg 事軽微 布



















第 4表 IPC及 2.4-D の発芽前蒔溝土獲処謹と作物の収量並に雑草量
.小 ヨ量 繰 ヨ畳 蚕 豆 説 豆 4月19日雑草震
，色 竃 • "11""曹、目・ 脳陣嗣問時総~.. ..:a~'~.鐙 t崎玲
IPC反ヨ 1(均 〈石諭 2.6立〉 03mgor dO.J2951.2593 mt.札 l"
" 200 (11 5立〉 1;2 260 0.8 186 1.13 368 1;66 757 306 36.5 
" 330 〈水 開立〉 1.2 .280 0.4 120 1.21 4関1.66 678 180 20.9 
" 5∞ (" 76立〉 0.6 120 0.46 136 1.44 527 1.43 848 ]60 18.6 
2.4-D 50 〈グ 1凹立〉 1.0 240 0.88 399 49o 52.6 
" 67 (" ]30立〉 0.76 180 0.73 176 0.16 75 573 66.7 
曹底 処 理 1.10 278 0.83 233 1.20 441 1.14 549 860 100 
備考 (1)11月18日播種、翌日蒔溝のみに IPC.2.4-Dを撒布した。 (2) 1区一1/7.坪
(3)雑草種類、;..ズメ Jテザポゥ、;..ズメノカpピラ、 車トケノザ、ハコベ、ヤ h ムグ予、見ギ
ナ、オラ vダ主主ナグサ、ナズテ
第 4表によって 4月19日の雑草量は蒔溝のみの調査であるが反当 100g(蒔溝当り釦Og)は








線 ヨま 業 種 4月19日の手伝雑草量
処 理 て恕 法 A B B 大麦区 ナpネ区
日目総重 M 総怠磁怠生担芸?会岬会E分
I.PC 1(晦〈ホ 300立〉 SM443ιF d 勾~ 31~ 4kt唱“1.9 44o 1. ー- 31'5 40.4 
" 2仰 〈グ 6∞立〉 1.6 445 1.6 43(; 2.27 284 370 47，4 515 4P.8 
" 270 (" 6仰立3 1.6 4叡} 1.9 440 :1.22 338 280 35.8 245 23.7 
" 3似) (" 7日立〕 1.6 480 1.6 455 2.63 366 2開 33.3 214 20.7 
無 処 理 2.0 駅)0 2.0 510 2.04 249 780 100 1.040 100 
備考 (1)Aは活性炭展着、 Bは会無民滑にて裸去を12月7日婚種、即日 IPC水乳剤jを撤布した。











第 6表 IPC及 2.4-0 の発芽前土濠処理とジヤガJモ収量及雑草量〈畑〉
処理方法
.U唱.25句 t抑制が液l
" 7回 tグ 2%液〉
" lkg( " ) 
・IPC 500 (水 0.4%液〉
" 750 ( " ) 
2.4・0100(グ 0.1%液〉






























































383 100 284 
備考 (1)3 Jfll日蒔付、 3}j 13日に薬剤撤布、 6月14日収穫 (2)雑草種類、見ズメノテザポゥ、




ジ 今' 1f イ 号云 5 J 13日雑草発生量
処 辺方 法
株・数 手数 重量 株数 生草 100分比
廷判::: 11M:ば荷梢2%船
$ 
，86 2.06 同 84本 284 E 73.46 e 
" 250 (水 0.4%液〉 6 26 1.82 164 254 48.6 
h 7回( " 〉 6 .24 1.63 61 254 48.6 
" lkg( " 〉 6 38 1.49 50 99 18.9 
2.4・01似)g(水 0.1%液〉 8 22 1.85 46 295 56.4 
" 150 ( " 〉 6 26 1.61 44 306 58;5 
対照(5月中旬迄無除草ヲ 6 26 1.75 65 523 100 
備考停6表k開処理。雑草種類、 ;JI.ズメノ安ツポウ、サナ...dtダ、イヌダダ、コイ ;st1fラv、キウリ
グサ、タネツケ同ナ、 J 主ノア見守、ャ，、ムグラ、'7~クサ、アレチノギ夕、ムシクサ。
lPC水乳剤は250-750gの撒布によって雑草量 1/2，同 lkgで 1/5，lPC石油液 250g乃











第 8表 IPCの発芽前土嬢処理と大豆の収量及雑草量 (l94g)
8 月 31 日 雑 草
処 理 !芳 法 総重 教室 株数
株数 生草草 100分比
事劃C.肺l&:(TJca婚液》 '軍l;O ‘施。E 古島却 2-90' 本 ‘._' ト {司民.事
対照(8月下旬迄無除草〉 1.33 660 22 382 966 • 100 
備考ー区1坪、 7月18日大豆播種、 7月21日IPC撒布。雑草種類、メヒ 1':1号、イヌピ晶、;:Aペ])'ヒ
ユ、r.ギナ、ョ fメカヤ、，'?]}、ヒヂ Pョ、クグガヤツリ、.:r.Jキグサ、トキνサウ、ノ、マr.ゲ、
キウ P グサ、 /il カサプロウ、ヒデリ=、ア~;T、イ :;1(1:f ラ ν、ヨヒルガホ、コー z〆キサウ、.:r. J
コログサ、チカラグサ、アぜ 1:fヤ、カ~. ;!cミ、ザク甘サウ、;:Aミレ。
第 9表 IPCの発芽前土壌処理と大豆の収量 (1950)
処 理 方 法 総重 設重 株数 草丈 茎数， 
IPC帥)g(清治2%液3
kz 
ー 1捌f 28 本 50 42圃 .J f 6F 2.'1 
" 1kg ( Q. 〉 2.2 980 23 51 60 
" 1.51/ (グ 49る液〉 2.0 970 24 44 43 
Q 21/ ( 11 〉 1.6 750 18 43 38 
対照(8月上旬迄無除草〉 2.4 1050 25 48 60 
備考 1区%坪、 7月4日大豆播種、同日IPC撒布
第 10表 IPCの甘藷掃商前土嬢処理と収量及雑草量 (Hi49)
7月 22日の雑草量




U2I3 1;n 富哩S航海〈ホ40.4，斜度〉い 25 
11 900g ( 1/ 〉 38 6.91 900 81.5 
対照(7月下旬猛然除草〉 32 6.37 ω92 100 
備考 1区1坪、 8月23日IPC撒布、 8月24日挿首する。
第 1表 IPCの甘藷掃首前土壇処理と収量及雑草量 (1949)
処 理 方 法 藷数 蕗重量
8 月 23 日の雑草量
株数 生草量 100分民
B68説法Cホ 0.4%減〉 46 
吋ー ・争手
4.61F 同本 848 E d 
" 600グ〈 1/ 〉 46 6.43 172 518 61 
11 9001/ ( N 〉 33 5.91 326 922 109 
対照(8月下旬迄無除草〉 45 6.77 183 848 100 
備考 1区1坪、 7月8日、 IPC撒布後却日掃首ずる。雑草種類は集8表と問ーである。
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第 12表 IPCの甘藷挿前前土填処理とその収量 (19閃〉
処 理 方 法 藷数 藷重量 備 卦，降
h哩
IPG 600g (石油 1%) 69 9.76 
1 1 kg (グ 2%) 67 7.42 1区 2坪、 7月4日に IPC被布
" 1.6 (グ 4%) 74 11.ω 7月8日挿首した。 1.5kg区は初期雑
除 草 区 115 14.40 草防止効果が見られた。






草9発日後生数の議処 理 方 法 3日後発芽歩合
草丈 • j畏
動向C氷雪1蜘〉 81 "' sl F '11，3 
w 1 kg ( 1 〉 82 11.3 32 8 
11 1.6 ( 11 〉 79 10.3 28 。
1 2 〈 1 〉 75 8.3 ]9 • 3 
対 照 84 11.7 32 15 
備考 1) 8月2!l日各4鉢 1鉢100，粧宛播種、Jlp日IPC撒布
第 14表 IPC発芽前の土壕処遇と犬恨の生育及雑草量 (1950)
大 根 の 主 宵 隷 2与 夢宮 主
処 理 方 法
20日後怠量 株数 牧穫期重量 株数 当tl与冒広 1∞分比
区A日J‘，、対' ， 町 t硝 J嶋 3r-
--5{'-- • -E ，d-，札伊28. . _5.S 一回8
600(. " ) 44 25 • 5.4 972 186 63.5 
1kg (グ〉 46 26 5.3 396 62 21.2 
1.5 ( 11 照〉 53 30 6.4 1017 39 13.3 
64 28 5.9 1665 293 100 
B区‘，‘，胃在'' ， 宅街Og(1lt 0.5%) 
91 25 4.4 11Q8 49 43.0 
問 .11 J5.2 勾 5.8 810 l)4 47.4 
1kg( 1 ) 96 25 4.7 837 4] 36.0 
1.5 ( H ) 85 31 3.6 1098 33 ~.9 
照 113 26 4.7 1566 114 100 
備考 1区弘坪、 9月8日播種、問日 IPC全面撤布、 20日後の:&震は50株 (2)雑草量は9月28
日の調査、向日以後は中耕を行った。 て3)雑草種類、メ包 y，c、，、マ7<ゲ、7<ペ明ヒユ、イ
:1< ピ阜、ヒヂ 9 ::1、=!1ホヨ P 、ヨ -=$1' キサウ、7<ギナ、ヨヒル1f 申、ョ ~;JA jfヤザ曹、アヲピ




























た Mitchell及び Kephart又は Ennisが幼い植物体は殺されるが大きいものは死たないと
云ろ記述にー致した。叉 IPC0.7...1.4%水乳剤の反当 lkgの施用に於て玉葱は害がなく禾本
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たと借やる次第である。
5.摘 要
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(附IB) 本研突は昭和24字度女総省の試届融研突費の一部を充当して獄験した。本女を草するtで当町当
局並に IPCを提供せられた日本郷芸者泊株式会軍士、各位に感謝の.を表する。
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